
公益財団法人  長崎平和推進協会 

〒852－8117 

長崎市平野町 7番 8号 

☎ 095－844－9922 

http://www.peace-wing-n.or.jp 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 継承部会・ピーストーク研修班では、反核・平和のために海外で活動した部会員がその活動を報告

する海外活動報告会を開催します。 

 ９回目となる今回は、お二人からお話をいただきます。ぜひ、ご参加ください。 

 

 

 

 

 

 

被爆者健康講話 

次回予告 

第 8 回「転ばんライフを楽しむために」長崎大学大学院 中山 優美 先生 

[日時]1 月 16 日（木）14：00～15：00 

[場所]追悼平和祈念館 地下 1 階研究室（長崎会場） 

   福江総合福祉保健センター 研修室（五島会場） 

情報 BOX 2012012012014444....1.11.11.11.1    

No.No.No.No.161616161111    「長崎市の平和・原爆」 

フェイスブックページはこちら→ 

 旧年中は、当協会の運営や事業推進につきまして格別のご理解とご協力を賜り、

また積極的に活動へ参画していただき、心から感謝申し上げます。 

 本年 4 月には、当協会が公益財団法人に移行して丸 3 年となります。これまで

にも増して、組織能力の向上や積極的な事業展開を心がける所存です。くわえて、

会員の拡大にも力を注ぎたいと考えております。 

 新しい年を迎え、皆様の一層のご支援やご参画をお願い申し上げます。 

◎日 時  平成 25 年 1 月 31 日（金）13：30～16：40 

◎場 所  長崎原爆資料館 平和学習室（資料館喫茶コーナー奥） 

◎報告者  計屋 道夫さん（講演会、原爆展・タイ） 

     羽田 麗子さん（海外原爆展・ニュージーランド） 

公益財団法人 長崎平和推進協会 

理 事 長 横 瀬 昭 幸 

事務局長 多以良 光 善 

ほか事務局職員一同 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区分区分区分区分    事業名事業名事業名事業名    日時日時日時日時    場所場所場所場所    主催者主催者主催者主催者    

連携連携連携連携    

核兵器廃絶市民講座 

「核軍縮と開発問題」 

（講師：広瀬 訓氏） 

１月１８日（土） 

13：30～15：30 

追悼平和祈念館 

交流ラウンジ 

核兵器廃絶長崎連絡

協議会（PCU-NC） 

～主催・共催・後援事業などのお知らせ～～主催・共催・後援事業などのお知らせ～～主催・共催・後援事業などのお知らせ～～主催・共催・後援事業などのお知らせ～    

神田香織氏 講演会 

「「「「はだしのゲンをはだしのゲンをはだしのゲンをはだしのゲンを語語語語りりりり続続続続けてけてけてけて」」」」    

講談師・神田香織さんをお招きしての講演会を

2 月 9 日（日）に開催します。 

聴講のための事前応募の締め切りが間近とな

りました。 

まだ応募がお済みでない方は、お早めにお申し

込みください。 

と き：平成 26 年 2 月 9 日（日） 

  14：00～15：30（13：30 開場） 

ところ：長崎原爆資料館ホール 

入場料：無料（はがきによる事前応募が必要） 

応募方法：はがきに郵便番号郵便番号郵便番号郵便番号、住所住所住所住所、氏名氏名氏名氏名、電話番号電話番号電話番号電話番号を明

記のうえ、当協会事務局までお送りください。 

応募締切：平成平成平成平成 26262626 年年年年 1111 月月月月 15151515 日（水）日（水）日（水）日（水）当日消印有効 

※応募多数の場合は、協会会員優先のうえ抽選となります。

当協会会員の方は、住所等に加え「 」と してください！ 

 11 月 23 日に始まった「第 5 期生 平和案内人育成講座」（全 16 回）は、12 月 21 日に第 5 回

講座の「碑巡り見学」を行い、受講生は先輩平和案内人のガイドで原爆落下中心地→浦上天主堂→長

崎大学医学部→山王神社を見学しました。 

 日差しはあるもののぐっと気温が冷え込んだ長崎市内でしたが、受講生は寒さのなか、積極的に被

爆時の状況やガイドのポイントなどを質問し、メモをとる姿が見られました。 

 1 月からはいよいよ受講者自身がガイドを行う実習も増えてきます。寒さもますます厳しくなって

いきますが、体調管理に気を付けて講座に臨んでいただきたいですね。 


